
 

居住環境が余暇活動と生活満足度に与える影響に関する研究 
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研究の背景 

平均寿命の延伸 

老年期が長期化 高齢社会の進展 

高齢者のQOL向上が重要 
近年 

定年後の高齢者の生活 

必須活動 余暇活動 

買物や通院 
趣味・スポーツ 
ボランティア・交流など 

就業時間と引き換えに生じた余暇時間の充実の重要性が増している 

生活上不可欠 生活上不可欠ではない 

研究の目的 

社会的な取り組みも進んでいる 社会的に重要視されていない 

移動販売 遠隔医療 等 高齢者の楽しみや 
生きがいのために重要 

ゆとりある高齢期の生活の充実のために余暇活動に着目 

しかし… 

余暇活動のQOLへの影響 

居住環境の余暇活動への影響 

QOL向上に関わる要因把握 

これらを検証・分析し高齢者の生活充実の知見とする 

QOL 

余暇活動 

居住環境 

必須活動 

個人属性 

高齢者のQOLをとりまく要素の想定図 

居住環境についてモビリティに着目 

分析対象地域と使用データ 

調査名
倉敷市における余暇活動と公共交通を

考えるためのアンケート調査

調査対象地域 倉敷市全域

配布・回収方法
55歳～85歳を対象に無作為抽出、

郵送配布・郵送回収

調査時期 2013年12月

配布票数 3950部

回収票 1706部

回収率 43.2％

主な調査項目

●個人属性
●余暇活動実施状況及び満足度
●余暇活動実施に関する意識
●買物・通院実施状況及び満足度
●QOL評価
●バスサービスレベルの評価

岡山県倉敷市 

・高齢者の生活の充実についての 
 対策に力を注いでいる 

・観光地、工業地、農村地など 
 多様な地域性を有している 

QOL評価尺度について 

分析結果 

LSI-Z（主観的生活満足度尺度） 高齢者の主観的な幸福感としてQOLをとらえる 
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「今の暮らしは幸福ですか」 
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回答者を細分化 

0点

1点

2点

3点

4点

5点

6点

7点

8点

9点

10点

11点

12点

13点

LSI-Z平均得点クラスカル・ウォリス検定
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幸福感の回答と対応 

幸福感の尺度として本研究でも適している 
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クロス集計の残差分析 ＊＊ 1％有意 ＊5％有意 （+）割合が高い

55～64歳

男 女

満足 満足でない 満足 満足でない

・散歩・回遊 ＊(+)

・外食・会食 ＊(+)
該当なし

65～74歳

男 女

満足 満足でない 満足 満足でない

・スポーツ（個人や身内と） ＊ (+)
・登山や釣りなどレジャー活動 ＊＊ (+)
・ボランティア活動 ＊＊ (+)

・スポーツ（チームや団体で）＊ (+)
・福祉センターや老人センター
利用＊ (+)

75～85歳

男 女

満足 満足でない 満足 満足でない

該当なし 該当なし

居住環境（モビリティに着目）の余暇活動への影響  
モビリティの指標として「移動のしやすさ満足度」を使用 

余暇活動のQOLへの影響 

QOL向上に関わる要因把握 
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移動のしやすさ⇒余暇活動満足度 移動のしやすさ⇒余暇活動種目数 

移動のしやすさ⇒余暇活動種目別選択率 

余暇活動満足度⇒LSI-Z得点 余暇活動種目数⇒LSI-Z得点 
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重相関係数 0.5324
定数項 7.8499 重相関係数の2乗 0.2835
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しやすさ 
満足度 

LSI-Z得点 

移動のしやすさ 

モビリティの満足度は余暇活動満足度と余暇活動種目に関係している 

モビリティの満足度は余暇活動種目別選択率に一部関係している 

余暇活動満足度と余暇活動種目数はQOLに関係している 

余暇活動満足度の影響が大きい 
移動のしやすさも影響している 

移動のしやすさの主な要因として 
「使える車の有無」「バスサービス満足度」 
を把握した 

結論 

余暇活動の充実はQOLの向上のために重要 

モビリティに満足出来ていることはQOLを向上させる 

モビリティは余暇活動状況に影響を及ぼしている  

高齢者のQOL向上のためには… 

「余暇活動」・「必須活動」の充実 
       「モビリティ」「個人属性」が関わっている 

満足 満足でない
0.3148 -0.6828

N=469　相関比0.2154　的中率71.86％
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「LSI-Z得点」「移動のしやすさ満足度」を 
目的変数とした数量化による分析を行い 
それぞれに関わる項目を検証した 

※数量化Ⅰ類 

※数量化Ⅱ類 


